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小学生 に関する研
村一
I 
し は?労働時間の減少や家事の軽減など我々に豊かでヲ便利な生i言を与えてく
れる 方で，運動不足や肥満，成人病といった深刻な問題も投げかけておりも近年においてはこういっ
た運動不足や肥満，成人病の問題は成人のみならず，子どもの問題としても特に肥満の観点から大きく
タロ←ズアップされてきている。
によると，鹿間島市における児童の肥満の実態は小学 1年生で男児が全体の約5%ヲ女忠治対"H.') 
9もと推定され，肥満児の全体によ;める割合は年々増加する傾向にあると報告している。また，中
高校生での肥満児は小学生の頃からすでに肥満開であったり，肥満気味の傾向がみられることも報告さ
れており，小学校期における把満予防のための様々な対応が必要であるといわれている。
ところで，小学生の肥満についてはこれまで児童の体力，運動能力，栄養面，血液生化学検査，
検査などの観点からいくつか研究がなきれてきているが?いずれの点でも丁分な知見が得られていると
は言い難い。また， r司ゐ被験者を対象として上述したような様々な観点から肥満について検討を加えた
ものはほとんど見られない。
そこで，本研究では小学生における肥満児の特性を明らかにするための第 l段階として，
を対象に体力診断テスト，運動龍力テスト，血液生化学検査，栄養調査?生活行動などヲより多角的な
弱から検討を加えヲその実態を明らかにすることを目的とした。
日
( 1 ) 被験者
5年生男児113名，女児93名を被験者とした。
( 2 ) 
各被験者の身長と体重をもとに吉永らによる標準体重算出式.jを用いて肥満度
1 XIOO) )を求め，男女児それぞれの肥満度の平均値と標準偏差からヲやせ予備群(平均値一 1 )， 
(平均値士 ]σ)ヲ肥満予備群(平均値+1 0) の3つのグループに分類した。本研究ではその
中から標準児と肥満予備群について比較検討した。表 1--l， 1--2は，男女児別にみた標準児と肥満
ホ 5年生男子襟車体重 (y)ニ 0.61.281X (身長)-52.57103 
5年生女子 f宗派体重 (y)ニ 0.64223X(身長)-56.87480 
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の身体特性を示したものである。
( 3 ) 体力診断テスト，運動能力テストラ
におし、て 4尽に実施される体力診断テスト 9 テスト，健康診断によるデータを
止して使用した。
( 4 ) 食物摂取状況
肥満児の 1日当たりの県取カロ 1)、を明らかにするために，各児童の 1日
自の内容に関してそれぞれの摂取量を「少ないJ， I適量J，I多い」の 3つ
した。
?? ??、? ?
をひきおこす要因としては， の摂取状況とともに日
をもとに， 23 
L.，標準児の場合と
における そういった
をひきおこす性格特性などが大きく影響すると考えられる。そーこで，本研究ではこういったtF.
にともなう性格特性を明らかにするために，資料1， 2のアンケート用紙を相伴.保J卒者司二子ど
ものそれぞれじ したc 得られた結果をもとに項目毎に得点化 L，さらに得点をもとに表 2t:. 
? ー ?
うに 3つのグループに分類し，標準児の生活行動パターンと比較した。
-1 (男児)
長(偲)I 137.4 (;i.7) 
(kg川 32.1(4.6) 
ロ~レ数 122.9 (7 .4) 11~) 1. 8 (10.3) I *ホホ
盟一一貫一戸ムー 土2 しー26.3(日」竺竺ホ
( )内は標準偏差を示す。
水車中 pく:0.001
( )内は標パf偏差を示寸。
:f宮本市 p <0.001 
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m 結果と
① スト， テスト
3--1， 3~2 は体力診断テスト，表 4 ーし 4~2 は運動能力テストを男女児別に標準児と
について平均値と標準偏差で示したものである。
男児は背筋力，握力，踏台昇降を除きいずれの項目でも標準児の方が肥満予備群より高く，
びでは 19ふ垂直跳ぴは0.1%水準で統計的有意差がみられた。女児では握力，伏臥上体そらし，
J5 
体前屈で肥満予備群のブjが標準児をヒ回っていたものの，その他の項目では標準児の方が肥満予備群を
り?反侮横跳ぴ¥合計得点で 5%，踏台昇降で 1%，垂直跳びで、0.1%水準で有意差がみられた。
，運動能力テストは男鬼ではゾブトボ一一ル投げ，ジグザグドリブルで肥満予備群が標準児そわず
かに上回る傾向を示したものの，その他の項目ではいずれも標準児が肥満予備群をと回り，走り幅跳び
で5%，連続さかヒがり，合計得点で 1%，斜めけんすいで0.1%水準で有意差がみられた。女児にお
いてはジグザグドリフぉルで、肥満予備群が標準思を仁回り 5%水準で有:意差がみられたものの 9 その他の
項目では襟準児の値が肥満予備群の値をヒ回り， 50m，ソフトボ、ル投げ，連続さか上がりでは 59ふ
は0.1%水準で有意差がみられた。
体力診断テスト，運動能力テストともに多くの項目で把満予備群が標準児を下回り，統計的にも
J今、られたことは，一般に肥満児は標準児よりも体力，運動能力が劣るというこれまでの報告
するものであった。
体力要同百uにみてみると敏箆性(反復横跳び， さか上がり)，続発力(畏直跳ぴ)が男女児とも
と
たフ男児では筋力
に低し肥満により上述した体力要因が大きく低ドすることが推測された。ま
握力)で，女児では柔軟性(伏臥仁体反らし，立位体前屈)で肥満予備群
のブjが標準児よりもやや上回ったが，こういった傾向が肥満児にみられる
を増やしてさらに検討していく必要があろう。
3-i 表3-2 
準児
反復横跳 (@1) 3'1.0 (3.0) 
垂直跳 (ω) 32.6 (5.8) 
背筋力 (kg) 54.4 (15.7) 
J屋 カ (kg) 11.0 (31) 
伏臥上体 (c血) 39.0 (8.2) 
立位体前屈 (cm) 4.3 (6.0) 
踏台 昇 降 69.5 (9.7) 
合計得点(点) 19.8 
( )内は標波偏差を示す。 ( )内は標準偏差を示す。
あるかどうか
スト
34.8 (3.0) 
26.8 (2.5) 
48.8 (17.2) 
12.2 (2白7)
44.4 (8.4) 
6.1 7) 
60.3 
ホヰ埼， pぐ0.001 ヰ'" p <0.01 牢串本 p<0.001 卒中 p<0.01 牢 pく0.05
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表 4-1 運動能テスト(男児) 表4-2 運動能テスト(女児)
一一一一一一『 標準児 肥満予備群 T検定 一一一一一 標準児 肥満予備群 T検定
50 m (sω) 9.4 (0.8) 9.8 (0.8) 50 m (田c) 9.5 (0.6) 9.9 (0.4) * 
走幅跳 (cm) 294.8 (34.6) 272.8 (32.2) * 走幅跳 (ω) 259.2 (36.0) 240.6 (27.9) 
ソ7トポール投げ (m) 29.2 (7.7) 30.4 (12.5) ソ7トポー lレ投げ (m) 17.1 (4.9) 15.2 (2.5) * 
斜けんすい(回) 45.7 (49.4) 18.0 (14.2) *** 斜けんすい(回) 38.3 (24.2) 26.6 (10.2) ** 
ドリプル (s飢) 19.7 (3.2) 22.3 (6.0) ドリブル (sec) 21.3 (3.3) 23.8 (3.6) * 
連続サカ7ifリ(回) 3.6 (2.2) 2.1 (2.0) ** 連続サカ7ガリ (回) 3.6 (1.6) 1.9 (2.2) * 
合計得点(点) 46.2 (20.0) 28.3 (23.8) ** 合計得点(点) 32.9 (15.4) 18.1 (8.6) *** 
( )内は標準偏差を示す。 ( )内は標準偏差を示す。
**牢 p<0.001 * * p <0.01 * p <0.05 * * * p <0.001 * * p <0.01 牢 p<0.05 
② 血液生化学検査
表5-1，5-2は標準児と肥満予備群の血液生化学検査について男女児別に平均値と標準偏差で示
したものである。
男児ではTG，動脈硬化指数， Gpt， -Gptが5%， P， c h Eが1%水準で，女児では chE
に1%水準で、有意差がみられた。また，その他の項目でも肥満予備群の値が標準児の値を上回るものが
多くみられたが，いずれの値も正常値内の範囲であったO
血液生化学検査による異常値は，小学生においては肥満児の中でも特に重度肥満児によくみられると
いわれていることから，本研究のように肥満予備群，あるいは軽度の肥満児で異常値を示さなかったこ
とはむしろ当然のこととおもわれる。しかしながら，標準児の値と比較して値の高い項目が多くみられるこ
とから，今後こういった項目測定値がどのような変化を示すのか注意深く追跡していくことが必要であろう。
表5-1 血液生化学検査(男児)
------------
標準児
T-cho 169.8 ( 25.1) 
HDL-cho 58.5 ( 9.0) 
LDL-cho 96.3 ( 21.7) 
TG 75.4 ( 20.9) 
動脈硬化指数 1.9 ( 0.5) 
CA 4.8 ( 0.1) 
P 4.4 ( 0.4) 
補 CA 8.8 ( 0.6) 
総 Bil 0.6 ( 0.2) 
クンケ Jレ 7.3 ( 1.8) 
チモール 2.7 ( 1.2) 
Got 28.2 ( 5.1) 
Gpt 11.8 ( 4.8) 
chE 1251. 7 (212.9) 
ALP 31.2 ( 8.9) 
-Gpt 13.7 ( 6.7) 
LDH 460.8 ( 73.2) 
総蛋白 7.3 ( 0.4) 
Alb 4.4 ( 0.2) 
国三G.!:I: 1.5 ( 0.2) 
( )内は標準偏差を示す。
* * p <0.01 * p <0.05 
肥満予備群
177.6 ( 37.8) 
55.1 ( 9.8) 
103.6 ( 28.6) 
94.4 ( 34.4) 
2.2 ( 0.5) 
4.6 ( 0.2) 
4.7 ( 0.5) 
8.9 ( 0.3) 
0.6 ( 0.2) 
7.9 ( 2.6) 
3.1 ( 1.8) 
28.9 ( 5.2) 
18.1 ( 9.1) 
1397.2 (206.1) 
32.5 ( 6.5) 
18.1 ( 8.6) 
448.9 ( 78.0) 
7.4 ( 0.4) 
4.4 ( 0.1) 
1.5 ( 0.2) 
T検定
申
* 
申申
* 
申牢
* 
表5-2 血液生化学検査(女児)
----
標準児
T-cho 171.5 ( 27.2) 
HDL-cho 55.2 ( 10.1) 
LDL-cho 99.5 ( 22.9) 
TG 83.6 ( 28.0) 
動脈硬化指数 2.2 ( 0.6) 
'CA 4.7 ( 0.2) 
P 4.4 ( 0.5) 
補 CA 8.8 ( 0.3) 
総 Bil 0.6 ( 0.2) 
クンケル 7.7 ( 2.0) 
チモール 3.2 ( 1.3) 
Got 27.0 ( 3.8) 
Gpt 11.1 ( 5.7) 
chE 1213.3 (164.9) 
ALP 34.7 ( 9.3) 
-Gpt 12.1 ( 4.6) 
LDH 430.3 ( 58.4) 
総蛋白 7.5 ( 0.3) 
Alb 4.5 ( 0.2) 
A/G比 1.5 ( 0.2) 
( )内は標準偏差を示す。
* * p<O.Ol 
肥満予備群
165.3 ( 13.4) 
49.9 (11.0) 
95.7 ( 12.8) 
98.6 ( 47.0) 
2.4 ( 0.7) 
4.7 ( 0.1) 
4.5 ( 0.5) 
8.9 ( 0.2) 
0.6 ( 0.2) 
7.8 ( 1.7) 
3.2 ( 1.5) 
25.6 ( 3.9) 
10.7 ( 3.2) 
1374.5 (183.1) 
36.1 ( 5.8) 
14.3 ( 3.7) 
431.5 ( 67.8) 
7.7 ( 0.4) 
4.5 ( 0.2) 
1.5 ( 0.1) 
T検定
** 
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① 食物摂取状況
表6 し 6 -2は，男女児別にみ
大村一光 15:-{ 
と肥満予備群の食物摂取状況を したものであ
る。
男児の肥満予備群の摂取状況をみてみると，標準児と比較して摂取の多かっ はほとんどみら
れなかった。また摂取の少なかった食品群は卵.いも類，マヨネーズの摂取があげられ，それぞれ 59b
~1%水準で標準児との聞に有意差がみられた。一方ヲ女児についてみてみると，摂取の多かつ
は朝ご飯(パン)の摂取に 1%水準で有意差がみられ，有意差はみられなかったものの砂糖ラパタ山一
マーガリンの摂取が標準児と比較して多かった (8.8%VS 33.3%， 7.4% VS 26.7%) 0 
一方，摂取の少なかった食品群は牛乳，果物ヲマヨネーズの摂取があげられ， 1%~0.1% 
られた。
杷満は一般的に 95%が摂取カロリーと消費カロリーのアンパランスから生じるといわれているが，
本研究で検討した児童の食物摂取状況は女児でわずかに砂糖，脂質の摂取が標準児と比較して多いとい
6-1 食物摂取状況(男児)
f栄 ι 円 ~粟準児蚕 食 品 群 トァτと入一一一一一一
葉 山 川Pない適量 i多い
記-了南市主豆 「τ3 8王子守てごι 群卵 |33.8 59.9 6.3 
I ;'~ I 2 牛乳 I 41.3.42.4 16.3 
三 群乳製品一一一 11.3 87.4十コミ
~ I 3群野 菜 125.0 73.7 1.3 
三 4群果 物 I 738 22.4 3.8 
ι; 一|朝 2.5 97.5: 
f :f LE -一一 100.0 一一
iタ ー一 100.0
めん類 卜土
川首 一一一 100.0 一
ジャム@マーマ Lード 92.5 7.5 
も類 7.5 86.2 6.3 
質|群|砂 糖 |一一;
~、飲料 |ー 93.7 6.3 
|菓子 1-
6f日以 二
質 群 竺脂のそ少"'." 1-十!-f r!? 
| ι いター・マー:ガリ二 一一一 〔o 20.0 
食問計附二二 36.2 6竺
円床日思げに量 一一一 76.2 23.8 
け日、い 98.7 工T
U主一一控一一一一一-二ーユモじ」三
UNIT. % 
糖 5 
調
味
料|塩
( )内は標準偏差を示す。
ヰキヰミ pく、0.001 'ド*pく0.01 * p< 0.05 
? ?
?
肥満予備群
少ない!適量!多い
47.4 52.6 
47.4 42.1 10.5 
10.5 89.5 一一
l 100.0 一一 i
1 100.0 一一}
100.0 一一-
189.5 10.5 I 
日 842 二~-竺
一一一 94.7 5.3 
一一一 89.5 10目5
一 89.5 10.5 
47.4 
100.0 
100.0 
本* 司ド
? ? ? ? ?????
? ? ?
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食 口口
表6-2 食物摂取状洗(女兜) UNIT: ')ら
肥満予備群 |ヵイ自乗
い 1少なじ E 量!多い 1検 定
魚・肉・大豆
01g 
2 宇宇L
2 群日「E-Z
E:3群野 菜
ンミ空Eじ堅 物
|砂糖
十甘い飲料一上主一壬油料理マヨネーズ
魚肉どちらが多い
jまjの日旨の一
一 一一
バター・マーガリン
料理の味付け
? ? ? ? ?
質
日目
j震
??
「
J 
V 必じ 河H
T 、 l-B-
めん類 ι 
h九ム マーマ戸ご下
標 i空把
少ない l 適量;多
4-4 94，1 
32，3 66，2 
45.6 41.2 
16_2 83，8 
22.1 76.4 
50.0 47.1 
2.9 97.1 
100.0 
100.0 
100.0 
95.6 
7.4 83.8 
一一一 91.2 
一一一 95.6 
一一一 91.2 
2ρ92.7 
-- 92.6 
100.0 
92.6 
57-4 
80.9 
98.5 
100.0 
13.2 
7.4 
42.6 
19.1 
1.5 
1.5 
1.5 
93.3 
40.0 
20.0 
86."( 
73.3 
本**
いも類
味噌汁の量
塩辛いもの
漬物
? ? ? ?
??
1.5 
2.9 73.3 26.7 
93.3 
100.0 
93.3 
100.0 
1 100.0 
13.3 80.0 
66.7 
6.7 
6.7 
一一一一一一一一一-'
*本
本，y.
?
??
??
????????
93.3 
:100.0 
13.3 86.7 
一一 93.3 
一一一 100β 
-'73.3 
一一一 26.7 
86.7 
一一一 100.0 
93.3 
6.7 
6.7 
33.3 
67 
ト一一一一一一
** 
6.7 
26.'1 
'13.3 
13.3 
6.'1 
( )内l判票冷偏差を示す。
*司ドキ pぐ0.001 *ホ pくり 01 
う傾向がみられたものの，全体的にみて標準児と肥満予備群の食物摂取状況に大きな違いはみられなかっ
たり本研究ドおいアこのように標準児と肥満予備群の食物摂取状況に違いの見られなかった原因は 1つ
には i臼分の献立をもとに各児主の摂取状況を検討していることにあると思われる。また， ;Il:! [1らの研
によると肥満児と非肥満戸児のカロリー摂取量と消費量を検討した結果，摂取量に有意な差は認められ
ないものの，消費量には両者の間に有意な差が認められ少運動などによる活動(動的活動)の違いが肥
している。これらのことをもとにすると，本研究でもカロリ
と肥満予備群でほぼ同じであったと考えられることから，今後は両者の活動量などカロリー
の観点からも詳細に検討していくことが必要であろう。
1， '(-2(;j 生活行動に関する資料 3~7 をもとに肥満予備群と
ン特性に違いのみられた項目について示したものである。
院で生活行動パター
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男児では肥満予備群と標準児を比較して，白布Ij力がないという特徴が担任ヲ ラまた依存性の
高いことが担保護者ヲ子どものアンケート調査から明らかになった。女児では依存性の高いニとが
担住ヲ保護者‘，子どもで，攻撃・衝動的である，家庭への不適応が保護者，子どもの調査から示され止。
肥満者の行動やそれにともなう性格特性などに関する明究は比較的新しくヲこれまでの研究結果をも
とにすると，肥満者の性格傾向は外発反応、的な傾向にあると報告されている。これは摂食行動を例にと
ると標準体重者は摂食をおこすとき，空腹感や血糖値なとマ生体内の生理的要国(内発反!と性)に影響さ
れやすいが‘肥満者は一定時刻になったら空腹!惑がなくても摂食行動をおこすというように，
といった生体外の要因(外発反応性)に影響されやすいことを意味しており，言い換えるならば旬肥
よりも時刻や場所などへの依存性の高いことを示しているとも考えられる。このこと
は，本研究における子どもの生活行動をもとにした性格特性調査からも肥満予備群の子どもが標準但よ
りも依存性の高いことが子ども自身へのアンケート調査のみならず，担任，保護者へのアンケート
、常
からも得られており，これらのことから，肥満児は依存性が高いことが大きな性格的特徴であることが
示峻された。
肥満予備群の生活行動よりみ 表7-2 肥満予備群の生活行動よりみ
特性(女児)
情緒
自制J )J 
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N まとめ
小学生における肥満児の実態を明らかにするために小学5年生を対象に体力診断テスト，運動能力テ
スト，血液生化学検査，食物摂取状況，生活行動の観点から検討した結果，以下のことが明らかになっ
fこO
(1) 体力診断テスト，運動能力テストは肥満予備群の値は標準児と比較して有意に低かった。
(2) 血液生化学検査は肥満予備群の値が標準児を上回る項目がいくつかみられたものの，いずれも正
常値の範囲内であった。
(3) 食物摂取状況は肥満予備群と標準児の聞に差がほとんどみられなかった。今後はカロリー消費の
面からも検討が必要と思われる。
(4) 男女児の把満予備群は標準児と比較して依存性が高いことが生活行動にみられる特鍛として示さ
れた。
<共同研究者>
野井倉洋豪(野井倉内科クリニック)
若原延子(鹿児島純心女子短期大学)
日高良債(鹿児島女子短期大学)
本研究における血液生化学検査については共同研究者である野井倉洋豪先生の検査データの提供によ
るものであり，食物摂取状況の調査，分析，資料提供には鹿児島純心女子短期大学栄養指導研究室の多
大なるご協力を得た。ここに記して感謝いたいます。またN校の養護教諭， 5年生クラス担任の先生方
のご協力に対しでも合わせて感謝し、たします。
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三子二ず共;CO'生生三云君主t'T覇tHごーコし、‘て
であてはまると思うところにO印をしてください
「例J わがままな方ですか
あまりそうでない場合
l 議い訳の少ない子ですか
2 目立ちたがりやですか
3 寝つきが良い方ですか
4 心配症ですか
5 普段から元気守、生活にハりがありますか
6 気が小さいですか
7 自分の思い通りにならないとすぐおこりま
すか
8 ほしいものがあると、しつこくねだりま
すか
9 仕事がのろく、何事も手間どる方ですか
10 いつも識かに頼ろうとする気持ちが強い
ですか
11 甘えたり、子供っぽいふるまいをすること
がありますか
12 ちょっとしたことで、すぐふくれたりすねた
りしますか
13 ~，1Il情っぱりなところがありますか
14 はげしい気性ーだと思いますか
15 いるのが妻子きで‘あまり外にでたがり
16 内弁慶ですか
17 毎朝学校に喜喜んで行きますか
18 毎朝ちこくしそうになり蕊すか
19 不卒、不満を言わない方ですか
20 子供と意見が合わないことがありますか
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資料2
畳三~舌ずす覇b にっし1 て
子ども周
一安官下の20項目であてはまると思うところにO印をしてください
「例」 わがままな方ですか
あまりそうでない場合
1 わがままな方ですか
2 負けずぎらいな方ですか
3 ちょっとした物音ですぐ目をさましますか
4 逮足や運動会などの前夜はねつげないこと
がありますか
5 遊びゃ勉強にかぎらず、何事にも熱中する
方ですか
6 人の前にでるとかたくなりますか
7 そわそわしておちつきのない方ですか
8 気がちって集中できないことがありますか
9 よく忘れものをしていることがありますか
10 夜ふかしをしてよく朝ねぼうしますか
1 泣き虫で、ちょっとしたことですぐメソ
メソしますか
12 ちょっとしたことで、すぐふくれたり
すねたりしますか
13 がまんづょいところがありますか
14 静かな遊びより、荒っぽい遊ひ.が好き
ですか
15 はずかしがりやですか
16 友達と遊ぶより、一人で遊ぶ方が好き
ですか
17 毎朝学校に喜んで行きますか
18 毎朝ちこくしそうになりますか
19 裁と意見が合わないことがありますか
20 友達がうらやましいと思うことが
ありますか
??????
?
?
?
??』
?
， ??
?
，
????? ???? ????????? ??????
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